
令和５年度献血事業
実施概要について

岡山県保健医療部医薬安全課

助けたい
想いが届く
献血で
令和５年度「愛の血液助け合い運動」標語

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律
（血液法）の概要（平成15年7月施行）

【国】安全性向上・安定供給確保
に関する基本的・総合的施策の策
定・実施、国内自給確保のための
措置

【地方公共団体】献血に関する住
民の理解、献血受入を円滑にする
ための措置

【採血事業者】献血受入の推進、
安全性向上・安定供給確保への協
力、献血者等の保護

【製造販売業者等】安全な血液製
剤の安定的・適切な供給、安全性
向上のための技術開発と情報収集
・提供

【医療関係者】適正な使用、安全性
に関する情報収集・提供

①血液製剤の
安全性の向上

②献血による
国内自給の原則、
安定供給の確保

③適正使用の推進

④血液事業運営に
係る公正の確保と
透明性の向上

血液製剤の
・安全性の向上
・安定供給の確保
・適正使用の推進

国民の
保健衛生の向上

法律の目的 基本理念 関係者の責務



地方公共団体の責務

都道府県及び市町村は、基本理
念にのっとり、献血について住民
の理解を深めるとともに、採血事
業者による献血の受入れが円滑
に実施されるよう、必要な措置を
講じなければならない。

岡山県における献血事業の施策体系

献 血 事 業 普 及 事 業

◎普及啓発事業
・マスコミを通じた普及啓発
・保健所献血推進連絡会議を通じた広報、地域イベント
での普及啓発

・高校生向けパンフレットの作成・配布
・高校卒業生対象啓発チラシの作成・配布
◎推進組織の育成、自主活動を通じた地域・職域・学校等
における普及啓発事業

＜若年層＞
・高等学校：青少年赤十字(JRC)
・専門学校・短大・大学：岡山県学生献血推進連盟
（晴れの国献血、ｸﾘｽﾏｽ献血ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等実施の支援）

＜一 般＞
・愛育委員会：地域での献血推進活動

県 民 ぐ る み の
献 血 運 動 推 進 事 業

献血運動の推進
・岡山県愛の血液助け合い運動（毎年7月～8月）の実施

月間初日行事「献血キャラバン隊」等により普及啓発
「献血感謝のつどい」での感謝状の贈呈

・はたちの献血キャンペーン（毎年1月～2月）の実施
岡 山 県 献 血
推 進 協 議 会

献血推進協議会運営事業

・岡山県献血推進協議会の開催

血液製剤の適正
献 血 の 推 進 血液製剤使用適正化普及事業

使 用 の 推 進
・岡山県合同輸血療法委員会の開催
・医療機関における血液製剤の適正使用の普及啓発

採血事業者指導取締事業
日本赤十字社
岡 山 県 支 部 ・血液センター、献血ルームを年１回程度

岡山県赤十字 血液製剤の安全性
血液センター 医療機関等での血液製剤に関する

の 確 保 対 策 記録の保管・管理の遵守指導

血液センターにおける検査の充実等

・献血協力者への本人確認、問診の徹底
・各種血液検査の充実強化



令和５年度 献血等の状況

※「構成比」は端数処理をしているため、
合計が必ずしも１００％にはなりません。
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献血者数の推移
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65,553人
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年代別の状況

４０歳代、５０歳代以上の占める割合が高い。

79,251人

65,553人

注）令和５年度は１月末現在

職業別の状況（令和５年度）

15.5%（10,181人）

57.5%（37,719人）
1.1%(719人）

6.1%（3,987人）

19.8%（12,947人）

その他（自営業者、主婦等）

献血者数 65,553人

大学・専門
学校生等

【参考】全国(Ｒ４年度)：高校生 2.0%
学生 5.7%

令和６年１月末現在



高校生献血の状況

年度 計（人） 学校外（人） 学校内（人） 高校数（校）

Ｒ５ ７１９ ６３０ ８９
２

（２回）

R４ ９６２ ８７２ ９０
３

（３回）

R３ ７６１ ７４２ １９
１

（１回）

R２ １，１０９ ８９３ ２１６
４

（６回）

R１ １，５４０ １，０２９ ５１１
１６

（１９回）

H３０ １，５８０ １，１００ ４８０
１３

（１４回）

注）令和５年度は１月末現在

赤十字出前講座（高校）の状況

７校で７回実施
（令和６年１月末現在）

献血の必要性の説明や一次救命体験を実施

WEBによる出前講座



高校生への献血知識の普及啓発

【２年生用】 【３年生用】

性別の状況（令和５年度）

男性(73.6%)
48,243人

女性(26.4%)
17,310人

献血者数 65,553人

令和６年１月末現在

【参考】全国（Ｒ４年度)：男性 70.2%
女性 29.8%



性別種類別の状況（令和５年度）

成分献血

男性
48,243人

200mL献血

31.3%
(15,088人)

0.2%
(100人)

女性
17,310人

成分献血

30.0%
(5,195人)

200mL献血 1.9%
(333人)

400mL献血

68.1%
(11,782人)

400mL献血 68.5%
(33,055人)

令和６年１月末現在

場所別の状況（令和５年度）

献血ルーム
ももたろう

(30.8%)

献血ルーム
うらら

（血液センター）

(21.8%)

移動献血車
(47.4%)

献血者数
65,553人

移動献血車（献血バス）での献血が全体の47.4%、
固定施設（献血ルーム）は52.6%となっている。

令和６年１月末現在



供給量の推移
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令和５年度の主な事業

○「岡山県愛の血液助け合い運動」月間

○「はたちの献血」キャンペーン

○血液製剤使用適正化普及事業



＜月間オープニング行事＞

○オープニングセレモニー

・日時：７月３日（月）10：00～10：30

・場所：岡山県赤十字血液センター

「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
（期間：７月～８月）

17

＜月間オープニング行事＞

○献血キャラバン隊

・日時：７月３日（月）10：30～

・場所：岡山市及び倉敷市内の学校９校

（高校３校、専門学校６校）

「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
（期間：７月～８月）

18



＜普及啓発活動＞

○懸垂幕の掲出

県庁舎、JR岡山駅前啓発塔

○新聞への広告掲載

山陽新聞

○ラジオ放送

FMラジオ、RSKラジオ

○テレビ放送

RSKテレビ

○イオンモール岡山

デジタルサイネージ

「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
（期間：７月～８月）

＜普及啓発活動＞

「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
（期間：７月～８月）

県庁 JR岡山駅前啓発塔 イオンモール岡山



献血感謝のつどい
○日時：８月７日（月） 13:30～15:30

○場所：岡山国際交流センター（国際会議場）

○内容：

【表彰状及び感謝状の伝達・贈呈】
厚生労働大臣表彰状（３団体）

厚生労働大臣感謝状（４団体）

岡山県知事感謝状（３団体、41名）

日本赤十字社有功章（銀色１団体）

日本赤十字社岡山県支部長感謝状（４団体）

岡山県赤十字血液センター所長感謝状（６団体）

【記念講演】
岡山造血細胞移植患者会きぼう 山邊 裕子



令和６年「はたちの献血」キャンペーン

「はたち」の若者を中心とした全県的な献血運動とし
て実施。（期間：１月～２月）

【オープニングイベント及び１日所長委嘱式】
岡山県学生献血推進連盟代表者へメッセージと啓発資材の

伝達及び一般公募で選ばれた「はたち」の代表者に岡山県赤
十字血液センター「１日所長」を委嘱し、若年層への献血協力
を呼びかける。

○日時：令和６年１月５日（金） 9:00～9:30

○場所：岡山県赤十字血液センター

【県庁献血会場等を訪問】
○日時：令和６年１月５日（金） 12:30～13:45

○場所：県庁１階他



岡山県合同輸血療法委員会

○日時：10月10日（火）15:00～17:00

○場所：Ｗｅｂ会議

○内容（議題）：
・令和４年度活動実績及び令和５年度事業方針

・最近の血液事業の動きと血液製剤の使用状況

・各医療機関の状況について

・討議（ディスカッション）

岡山県合同輸血療法委員会講演会
○日時：３月１７日（日） 14:00～16:00

○場所：オンライン開催（Microsoft Teams）

○主催：
岡山県合同輸血療法委員会

一般社団法人岡山県臨床検査技師会

一般社団法人日本輸血・細胞治療学会中国四国支部

○認定：
岡山県医師会生涯教育講座認定

日臨技生涯教育認定



岡山県合同輸血療法委員会講演会

○内容

【報告】

・血液センターからの情報提供

國米 修平（岡山県赤十字血液センター）

・令和５年度岡山県合同輸血療法委員会からの報告

上田 恭典（岡山県合同輸血療法委員会委員長）

【特別講演】

・輸血後感染症の現状と今後の安全対策

後藤 直子（日本赤十字社 血液事業本部 技術部 次長）

ご清聴ありがとうございました。

© 岡山県「ももっち」


